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研究成果の概要（和文）：明治中期の高等小学校生徒の授業筆記を日本各地で探索して，その奥深い真相を解き明かし
てきた．生徒や授業者の史的価値有る一次資料・授業筆記（物理学筆記や化学筆記）を調査研究して新知見を得た．新
潟，埼玉，群馬で小学校生徒用物理書の教科書や実験器具が授業でどのように使われたか．明治中期以後にも世界最先
端の物理学・化学・生理学・数学他が如何にアクティブに学ばれたか．日本の文化・風土に適した独自な授業法や実験
法が如何に巧みに工夫されたか．当時の教師と生徒が如何なる国際的連関で何を如何に学び世界最先端に挑んだか．そ
うした明治中期理数教育の知られざる真相や新知見を，新たな史的証拠資料によって解明・確証した．

研究成果の概要（英文）：We found varieties of students' notebooks on science in Middle Meiji Era (MME) in 
various regions of Japan. By investigating those valuable primary documents, "Buturi Hikki and Kagaku 
Hikki", we revealed new insights into Japanese science education and clarified real situations of those 
in MME. We disclosed how science and mathematics was taught by using these text books and experimental 
tools in those school of MME. Especially most important recent results are verifications of the real 
usage of the "Shogakko Seitoyo Butsurisho" Physics for Elementary School Students in English, by various 
note or memo written by pupils or teachers of primary school of Niigata, Saitama, Gunma in MME. 
Furthermore, we gained new understandings on how Japanese teachers developed their own styles of science 
teaching based on Japanese culture and how they cached up to the top level of the worlds in physics, 
chemistry, physiology, mathematics etc. by developing global connections and hands-on tools in MME.

研究分野：理科教育学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
新潟大学図書館への新潟県村上市木村家
文書寄贈と，その前後における「理科控え
簿・生理筆記・物理筆記・化学筆記」等の村
上高等小学校生徒の科学・理科授業筆記を見
出した事を発端に，その教育史的意義を探る
研究を開始した．以後の新潟各地から近隣の
各県での明治中期文書類の系統的な探索調
査を新展開した．そして全国各地（新潟，北
海道，秋田，宮城，福島，茨城，栃木，群馬，
埼玉，千葉，東京，神奈川，長野，静岡，愛
知，岐阜，福井，石川，京都，大阪，岡山,
広島，山口，島根，鳥取，徳島）へと，ほぼ
２6都道府県の網羅的探索を進めた．そして，
千件台の網羅的授業筆記の蓄積へと挑んだ． 
 
２．研究の目的 
（１）明治中期「理科」開始後の科学分野の
生徒筆記・試験答案記録他の探索を進め，木
村家文書を経て，新潟各地や日本各地（東
北・関東・中部・北陸・近畿・中国）での筆
記他を探索して，明治期「科学」教育に関す
る鍵文書を突き止めて，その新証拠が秘める
歴史的実相・価値・意義・本質を解き明かす． 
（２）明治中期の「理科」・「科学」教育の
実相・真相と世界最高級を目指した源流・成
果・教訓を解明し，国際的な普遍的価値を考
究し，「理科・科学」教育の今日的価値を持
つ「理数教育」の現代的再構成に挑戦する． 
（３）歴史的探索を基礎に現代の科学概念形
成に効果的な能動学習法の起源を辿り，現代
的価値・科学リテラシ-力や ICT 活用力強化
に有効な能動学習モジュールを再構成する． 
 
３．研究の方法 
本研究では，以前には稀な手法である「明
治期生徒の授業筆記や教育実習教案類」を全
国各地で探索・発掘し，その生証拠の調査・
分析で歴史的真相を浮き彫りにするという
研究手法を主たる研究方法とした．法令・教
科書の分析を主たる研究対象とした従来型
手法を転換して，明治期の筆記文書類のよう
な授業現場の生資料証拠で科学教育の真相
を解明する新しい研究手法により，次のよう
な教育史的新知見の再構築を目指してきた． 
（１）木村家文書を端緒に新潟各地・日本各
の授業筆記類の探索を進めて明治中期「理
科・科学」教育の実相解明を新展開させた．
新潟（長岡市で中越地震十周年目に震災から
救出された文書中の筆記発見も含む），静岡，
関東五県，福島，長野，福井，金沢，山口他
での探索で千件台の網羅的探索に進展した． 
（２）高等小学校の生徒筆記・試験答案用紙
他の史的資料の発掘，教育内容・教え方・教
師の授業実施状況を生に示す「筆記・記録の
一次資料を探索・発掘・解明を進めた．特に，
教案筆記のような生徒・教員の両者に関わる
文書で，教育実態を実証的に解明してきた． 
（３）世界的な史的連関と史的教訓や価値を
解明しその現代的価値を再構成する．特に，

明治期に世界最高レベルを目指した科学教
育の源流・遺産・教訓・普遍的意義を基礎に，
その現代的な価値を，能動学習型・ICT 活用
型の現代的理数教育へと再構成してきた． 
 
４．研究成果 
（１）明治 20 年代以後には高等小学校で
｢理科｣が実施され，物理学や化学のような
科学の最も普遍的な原理や法則を体系的に
教育する科学教育は終わったと思われた．
即ち，「小学校ノ学科及其ノ程度」にある「日
常児童が目撃する・人生に緊切な関係有る」
ような，日常の身近な現象や物に関する雑
多な知識を教える「理科」教育に転換した．
科学教育を受講する進級者の増加傾向が顕
著になった明治 15 年前後に，日本的な工夫
による実験法を考案し，日本的文化風土に適
した理科教科書，例えば中川謙二郎の『訓蒙
化学（1880 年）』（化学の基礎・基本や原
子論を含む）や後藤牧太等の『小学校生徒用
物理書（1885 年）』（以下では『小生物理
書』と略記）のような秀でた日本型科学教
科書が作られた．しかし，その『小生物理
書』や『訓蒙化学』は「理科」の時代には
不要とされたと主な従来説では考えられた． 
しかし，こうした終焉説とは異なる実態を，
新潟各地や全国各地で私達は見出し，明治中
期の授業筆記や教案筆記などの実証的な研
究結果から浮き彫りにした．実は，明治中期
以降においても，『小生物理書』，『訓蒙化
学』，『物理全志』，『物理小誌』や『スチ
ュワート物理学』は，当時の世界先端レベ
ルの物理学・化学・生理学の授業として，高
いレベルの科学が，高等小学校で教えられて
いた．さらに価値ある実学的な科学の教育も
目指された．このような明治中期の史的真相
を示す新証拠・新知見を見出し確証した． 
 
（２）新潟県の与板高等小学校生徒・永井
玄真が記述した『物理学筆記』の実例によ
って（１）を確証をしよう．永井玄真氏に
より『理科筆記』（1891 年），『金石筆記』
（1891 年），『物理学筆記』（1892，1893
年）が書かれた（『生理筆記』『化学筆記
(1894 に予定)』は未確認）．その『物理学
筆記』には，5 種類の教科書からの文章や
図が含まれていた．『小生物理書』がその
7割を占め，『物理全志』や『物理小誌』，
『スチュワート物理学』，『小学理科新書』
が総計で約 3割用いられことを確証した．
雑記帳の時間割表では明治 24 年は物理，明
治 25～26 年は理科で物理学筆記が残され
た，それ等は，物理学，生理学，金石，化
学などの本格的な科学の授業が，明治
27(1894) 年までは新潟で実施された証拠
としての価値を有する．さらに，新潟県立
文書館所蔵の明治 23 年に記された新潟県尋
常師範学校生徒・倉茂吾八の高等小学校での
教育実習教案筆記中の，理科分野と算数分野
の教案は，教師と生徒の間で対話・問答を繰



り広げながら，重要な実験や，算術問題他の
授業課題の回答を，実験や理論で検証する開
発主義的な授業法である点が注目に値する．
特に，理科教案は「後藤牧太達の小学校生徒
用物理書」での明治 23 年の問答・問いを実
験で検証する授業だった．その演習，授業の
筆記等，の開発主義的授業を確証した．この
倉茂吾八の高等小学校での教育実習教案は，
開発主義的な問答により，当時の新潟師範
学校の具体的な環境を活用した授業が展開
され，実際に実験(試験)や演習が実施され
る様子が生々しく記述されている．特に，
その演習として，当時の附属学校の窓から
直視できた信濃川の蒸気船の運動をめぐる
実例（新潟と長岡の往来）による，運動・
速さ・時速の授業が実施された．そうした
印象深い問答・実験・演習の後に「授業筆
記」が書かれた，という教案の実例が発見
出来たのだ． 
埼玉県の騎西高等小学校生徒の平野政一
郎による明治 22(1889)年の「理科筆記」，
『物理筆記』を見出した（騎西高等小学校
は明治 20（1887）年発足，筆記年月日も特
定できる記述あり）．『小生物理書』とこの
『物理筆記』の内容とは細部に至るまで一
致する．但し，幾つかの簡易実験に関して
『小生物理書』と『物理筆記』の図や表現
に異なる所があり．その教育法の工夫跡が
見られる．更に，埼玉県の高等小学校 3 年
生（明治 22 年 4月）の藤城時郎による『物
理学筆記』は『小生物理書』と細部まで一
致している．高等小での『小生物理書』に
よる明治 22～26 年の授業年月が特定でき
る物理学筆記の解明は本研究が最初である． 
以上の『小生物理書』を使用した高等小
学校の物理授業の 4種類の筆記；新潟県の
永井玄真の『物理学筆記』, 埼玉県の平野
政一郎の『物理筆記』，同県の藤城時郎の『物
理学筆記』，新潟尋常師範学校生徒・倉茂吾
八の教育実習『諸教案』によって，物理授
業の実態．特に『小生物理書』による問答・
試験（実験）重視の実態が初解明された． 
 
（３）群馬県立文書館と埼玉県立文書館で
所蔵中の『小学校生徒用物理書』は，本研
究の調査では，埼玉文書館 9冊・埼玉歴史
と民族の博物館 3冊，群馬文書館 15 冊（赤
羽氏の探索で 6冊増に）である．その過半
数の『小生物理書』の裏表紙には教科書の
所有者名（多くは当時の高等小生徒・使用
者名）が記入されている．それらは，明治
中期の「理科・教科名」時代なのに『小生
物理書』を用いた物理学授業が実施された
事を示唆する使用記録である．高等小生徒
の氏名・その生徒の授業履歴記録・試験答
案・成績他が多数発見できた．明治 20 年代
に『小生物理書』や生理学や算数・数学・
修身・他の受けた授業とその内容が特定で
きる貴重な事例である．特に新潟・埼玉・
群馬・山口他で，何時ごろ誰が『小生物理

書』や他の理数授業がどのよう実施された
かに関する情報を明確に特定できるケース
を，次の様に包括的に分析・整理できる． 
①高等小学校の生徒(または教育実習生)が
実際に書き残した明治 20 年以降の授業筆
記によって，理科以外にも，物理学，化学，
生理学，金石学，算数・数学などの，世界
的な水準の理数分野の教育がされた事実を
確証できた．特に，新潟県，静岡県，栃木
県，埼玉県，群馬県，山口県，等で発見し
た授業筆記類の調査・分析に基づき「科学・
数学」教育の特徴的な実態を解明している． 
②神奈川の師範学校生徒の中島庄太郎が
1893 年 7月～12 月の 6か月実施した「生理
学教育実習の教授案」を発見し分析して，
当時の「生理学授業法」の実態を解明した． 
③理科開始 14 年後（1900）の松岡豊吉（埼
玉）による『物理学筆記』がゲージの AL
型物理の筆記であることや世界的科学教育
革新期におけるその国際的連関を解明した． 
 
（４）物理学・化学・生理学・金石学等の科
学分野の教育が実施され，当時の世界最高レ
ベルの科学や理科の教育，数学や算数の教育
の各分野の革新を生む授業が実施されたこ
とを証拠づける授業記録を多数発見した．即
ち，学制(明治 5年)時代に着手され，十年程
の試行を経，小学校教則綱領（明治 14 年）
時代にかけて本格化された理数教育の潮流
が，明治 20 年代以後にも各地で開花したこ
とを跡付けた．その特徴は次のようである． 
①理数分野で共通した国際的な教授法は開
発主義や実験を重視によるものだった．当時
の世界先端レベルの物理学や化学や算数等
が明治中期までは実施された真相を解明し
た．特に，教師と生徒で対話・問答を繰り広
げ，重要実験で授業課題を解明する開発主義
的な授業法の実態解明を最初に実現した． 
②さらに明治 33 年の埼玉大里高等小学校 4
年・松岡豊吉「物理学筆記」のアクティブ・
ラーニング型授業筆記と当時の原子・分子
論・階層的自然観・物質進化等の考え方にお
ける，科学教育分野の国際的連関を解明した． 
③明治 39～40年の十日町高等小 3,4年生「松
沢やう」の「理科筆記４巻」で原子・分子論
を重視した科学教育の実施が確証された．原
子・分子論・階層的自然観を重視した明治 20
年～40 年の特徴的な教育史的新知見を得た． 
授業の筆記記録と実際に使用された教科
書，実際に参考にされた教科書，入試や授業
の試験等の記録，その他の資料等の収集結果
を分野毎に整理分析してきた．それらと欧米
の最先端の教科書との対応を調べて，相互の
関連，日本と世界の対比を進め，グローバル
な価値を解明した．特に，「理科」開始前後
（明治 18 年前後）から明治 30 年前後の時
期までにおける「物理，化学，生理，金石」
等がどう教えられたのか，（数学・算数分野
と対比しながら），大量な発掘文書の整理分
析された系統的なデータベースを基礎にし



て，広範かつ本格的に調査分析し，実相の解
明を進めた．「中川謙二郎や後藤牧太達の日
本型教科書」のような，明治中期に行われた，
すぐれた教育内容，教科書，教育方法は生命
力を失はずに，どのように継続されたか．そ
の実態を，より広範に，新潟各地，全国各地
に於いて解き明かしてきている． 
特に，明治期に於いて世界最高水準を目指
した「理科・科学」教育の源流や，その普遍
的価値と今日的意義を究明してきた．その今
日的価値・教訓・現代的教育ニーズの実現を
生むべく，理数教育を現代的な再構成・再構
築を目指し，科学概念形成における最も基礎
的で基本的な学習分野で，最先端の ICT 活用
による能動学習モジュールを再構成した． 
最終年の 2015 年 3 月 8 日には「研究会：
明治からの理数授業筆記の網羅的探索とそ
の真相・価値の解明・現代的再構成」を新潟
大学で開催し，以上のような研究成果の総合
的な発表・検討・論議をして，本研究をめぐ
る今後の飛躍的な新展開の構想を構築した． 
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